
第６学年国語科学習指導案 
                         日 時  平成２０年１０月１７日（金）授業Ⅰ 
                         児 童  男子１３名 女子９名 計２２名 
                         授業者  小笠原 恵 
 
１ 単元名  筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう 
 教材名  「平和のとりでを築く」 

 
２ 単元について 
（１） 児童について 

児童はこれまで，５年上「サクラソウとトラマルハナバチ」で，筆者の主張を興味をもって読み

ながら，自分の意見をもち，グループや学級で話し合うという学習をした。また，同じく５年上「千

年の釘にいどむ」では，ドキュメンタリーを読み，叙述に沿って職人の工夫や思いを読み取り，そ

れらに対する自分の感想をまとめるという学習をした。さらに，６年上「生き物はつながりの中に」

では，文章の構成や表現から要旨をとらえ，筆者の考えとそれに対して抱いた自分の考えを文章に

するという学習をした。これらの学習を通して，児童は，「問題提起」→「問題の解明」→「まと

め」という，説明文の基本的な文章の構成を理解し，問いの文やそれに対する答え，指示語や接続

語に着目しながら段落の内容を的確に押さえることができるようになってきている。しかし，文章

構成や語句の使い方，文末などの表現を手がかりに筆者の主張の軽重や表現の工夫について気をつ

けながら読むことは，まだできていない。また，筆者の考えをつかむことまではできても，それを

自分自身へのメッセージとして受け止めながら，自分の考えをもつことができる児童は，多いとは

言えない。 
音読については，家庭学習で毎日取り組んでいる。初見の文章でもあまりひっかからずに読むこ

とができる児童がいる一方で，何度もくりかえして練習しなければすらすらと読むことのできない

児童もおり，個人差がある。 
 
（２） 教材について 

本教材は，原子爆弾によって「傷だらけ」となった物産陳列館が，多くの人々の平和を願う心に

よって，世界遺産「原爆ドーム」となった経緯を述べた文章である。文章は，全体で１３の段落か

ら成っており，Ⅰ「原爆ドームに対する語り手「わたし」の思い」，Ⅱ「原爆ドームがたどった歴

史，Ⅲ「世界遺産への道のり」，Ⅳ「まとめ」という４つのまとまりで構成されている。日本人と

してぜひ知っておきたい史実と，それが`“世界”の“遺産”となった意味についての筆者の考えが

示されている。時を表す言葉や指示語が指し示している言葉に着目することにより，事実を正確に

とらえることができるとともに，文末表現の違いや「原爆ドーム」に対する叙述の変化から，筆者

が訴えたいことを読み取ることができる教材である。また，本教材の内容を読み取っていくことに

より，いかに多くの人々が，現在において「平和」を希求しているかが分かり，続く活動への動機

を与えることにもつながる。 
    日本が過去に経験した戦争，甚大な被害を受けた原子爆弾のこと，あるいは現に今も戦争で苦し

んでいる同世代の子どもたちがいることなどは，ほとんど考えたこともない，という児童も多いと

考えられる。未来を担う一員である６年生の児童に，これからの社会のあり方は自分たち自身の問

題でもあるという視点から，「平和」についても深く考えることができる教材である。 
 



（３） 指導にあたって 
本単元は，「平和のとりでを築く」と「自分の考えを発信しよう」「インターネットと学習」から

構成されている。「平和のとりでを築く」を読み取るとともに，「平和」というテーマにかかわる多

様な材料を集め，自分なりの考えをもち，発信していくという学習を展開する。 
「戦争」や「平和」ということに関しては，あまり考えたことがないという児童が多いと考えら

れる。本単元の学習に入る前に学習内容を知らせ，「戦争」や「平和」に関するニュース番組を視

聴したり新聞を読んだりして，「戦争」や「平和」についての興味・関心を高めておくようにした

い。また，世界遺産に関しても，言葉は聞いたことがあっても，具体的にはどのようなものなのか

が分からない児童がほとんどである。ビデオや写真等を用いながら，世界遺産への知識を高めてお

くようにしたい。 
筆者の伝えたいことを考えるうえで，文章構成をとらえておくことは重要である。「平和のとり

でを築く」を読み取っていく際には，文章全体をまとまりに分けさせることによって，「筆者の思

い」「原爆ドームがたどった歴史」「世界遺産への道のり」「まとめ」という文章構成になっている

ことをしっかりおさえたうえで，各段落の読み取りをしていくようにしたい。また，筆者が，「そ

れを見る人」を，「一少女」→「市民」→「全国」→「世界の人々」への広がりとしてとらえてい

ることや，原爆ドームについての叙述が，「建造物」→「世界遺産」→「記念碑」→「世界の遺産」

というように変化していること，さらに文末表現などに着目させながら，読み取っていくようにし

たい。 
 
３ 指導目標 
 【関心・意欲・態度】 

○ 筆者の訴えを受けて自分なりの考えをもち，「平和」について関心をもって読んだり，話し合っ

たり，書いたりしようとしている。 
 【書くこと】 
  ◎「仮の要旨」から「確定した要旨」への過程で必要な材料を選び直すことができる。（書くこと イ） 
  ◎自分の考えを明確に表現するために，効果的な文章の組み立てを考えることができる。 

（書くこと ウ） 
  ◎事実と意見を区別して書いたり，対立する意見を取り上げて反論を述べたりすることができる。 
                                       （書くこと エ） 
 【読むこと】 

○「平和のとりでを築く」という題名が意味することに注意しながら読むことができる。 
（読むこと イ） 

◎筆者の考えをまとめ，自分はどのように考えるかをまとめることができる。  （読むこと エ） 
 【言語事項】 
  ○文章にはいろいろな構成があることを知り，適切なものを考えることができる。 （言語 オ（ア）） 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 単元指導計画（全１４時間） 

段
階 

時
数 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

 
 

つ
か
む 

 

２ 

１ 

難語句や新出漢字の読み方

を確認して全文を読み，おおま

かな内容をつかむ。 
戦争や平和について，知って

いることを発表し合う。 
学習の見通しをもつ。 

難語句や歴史的な背景に

ついては補説するようにす

る。 
戦争や平和についての興

味・関心を高める。 

学習への意欲をも

ち，文章の内容をおお

まかにつかんでいる。

知っていることを

進んで発表している。

１ 

全文を４つのまとまりに分

けて見出しをつけ，文章全体の

構成をつかむ。 

 文末表現等に着目させ，事

象と筆者の感想・意見をおさ

えながら，文章構成をつかま

せる。 

 ４つのまとまりに

分けて見出しをつけ，

文章全体の構成をつ

かんでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
か
め
る 

 
６ 

１ 

題名と形式段落① 
 筆者は何を伝えたいのだろ

うかという読みの課題を共通

確認する。 

 題名にある「とりで」とい

う言葉や，筆者が語り手「わ

たし」として語っていること

に着目させ，読みの課題へと

つなげていきたい。 

 文章全体の読みの

課題をとらえている。

１ 

形式段落②～⑤ 
 人々に親しまれていた「物産

陳列館」が傷だらけの建物とな

った経緯を読み取る。 

 時を表す言葉を手がかり

に，事実を正確にとらえて整

理するとともに，原爆前と原

爆後の建物や街の様子の変

化をしっかり読み取らせた

い。 

 人々に親しまれて

いた「物産陳列館」が

原爆によって傷だら

けの「原爆ドーム」と

なった経緯を読み取

っている。 

１ 
形式段落⑥～⑧ 
 原爆ドーム保存に至る経緯

と，人々の思いを読み取る。 

 保存反対論もあった中で，

市民も役所も「永久保存」へ

と立ち上がるきっかけとな

った，少女の日記の内容につ

いて十分考えさせたい。 

 原爆ドーム保存に

至るまでの経緯と，少

女の日記の内容に共

感した全国の人々の

思いを読み取ってい

る。 

１ 

本
時 

形式段落⑨～⑪ 
 原爆ドームが世界遺産とし

て世界の人々に認められたの

はなぜかを読み取る。 

 原爆ドームを世界遺産に

しようという動きが全国に

広がっていったのは，人々の

どんな思いからだったのか

を考えさせるとともに，筆者

が抱いた不安を理解しやす

くするために，他の世界遺産

と原爆ドームの規模や歴史

について比較するようにす

る。 

 原爆ドームを世界

遺産として認めたこ

とにうかがえる世界

の人々の思いを読み

取っている。 



 
５ 本時の指導 
（１） 目標 

戦争の被害を強調し，規模も小さく歴史も浅い遺跡である原爆ドームが，世界遺産として認め

られたのはなぜかを読み取ることができる。 
（２） 授業の視点 

・ 原爆ドームの規模の小ささや歴史の浅さを理解しやすくするために，すでに世界遺産に指定さ

れている遺跡等と比較する。 
・ 原爆ドームが世界遺産の候補として世界の国々の審査を受けることになったとき，筆者がなぜ

不安を覚えたのかをおさえ，そのうえで原爆ドームを世界遺産として認めた世界の人々の強い

思いを考えさせる。 
 
 

１ 

形式段落⑫～⑬ 
 筆者の伝えたいことを読み

確かめ，書きまとめる。 

 ⑬段落で筆者が「世界遺

産」ではなく「世界の遺産」

と表現していることの意味

を考えさせたい。 

 根拠を明らかにし

て，筆者の伝えたいこ

とについて書きまと

めている。 

１ 

 筆者の伝えたいことについ

て書きまとめたものをもとに

話し合い，それに対する自分の

考えを書く。 

 前時までに読み取ったこ

とを振り返り，筆者の伝えた

いことに対する考えをまと

めるようにする。 

 自分の感じ方・考え

方を明確にして，筆者

の伝えたいことに対

する自分の考えを書

きまとめている。 

ま
と
め
る 

６ 

１ 

 筆者の伝えたいことをもと

に「平和」について考え，発信

する目的や相手，課題，方法を

決める。 

 課題はできるだけ具体的

なものとするように助言し，

一人一人が情報を集め，考え

をまとめていけるようにす

る。 

「平和のとりでを

築く」で読み取ったこ

とをもとに，「平和」

について自分の課題

をもっている。 

２ 

 自分の意見に説得力をもた

せるための材料を集め，文章の

構成を考える。 

 まとまりごとに見出しを

つけ，そのつながりを考えさ

せることによって効果的な

組み立てを考えることがで

きるようにする。 

 自分の意見に説得

力をもたせるために

必要な材料を集め，必

要なものを選択して，

自分の意見が伝わる

ように構成を考えて

いる。 

２ 

 自分の考えを書きまとめ，推

敲する。 
 文末表現に気をつけさせ

るとともに，「推敲のポイン

ト」を提示し，ポイントにそ

って確認していくようにす

る。 

具体的事例と意見，

反対意見とそれに対

する反論などを，読み

手に分かるように書

き分けている。 

１ 

 「平和」に関する自分の考え

を発信する。 
 お互いに交流し，助言し合

えるようにする。 
 友達の考えに対し，

自分の考えをもって

いる。 



（３） 展開 

段
階 学習活動 

教師の働きかけ（・） 
児童の反応（→） 

指導上の留意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
分 

１．前時の学習を想起する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．学習課題を把握する。 

・原爆ドーム保存のきっかけとなっ

た少女の日記には，何と書いてあ

りましたか。 
 →あの痛々しい産業奨励館だけ

が，いつまでも，おそるべき原

爆のことを後世にうったえか

けてくれるだろう―。 
・十代で死をむかえた少女は，どん

な思いでしたか。 
 →悔しい 
 →原爆さえなければもっと生き

られたのに 
 
 原爆ドームが世界遺産として

世界の人々に認められたのはな

ぜだろう。 
 

・前時は，⑥～⑧段落を

読み取り，保存のきっ

かけとなったのは一少

女の日記がきっかけで

あったことを想起させ

る。 
 
・前時に想像した少女の

思いを何人かに発表さ

せ，十代で死をむかえ

た少女の無念さや悔し

さが人々に伝わったこ

とにより原爆ドーム保

存の動きが市民や役

所，全国へと広がって

いったことをおさえ

る。 

ふ
か
め
る 

３．学習場面を音読する。 
 
 
 
 
 
 
 
４．各段落を詳しく読み取る。 
（１）原爆ドームを世界遺産

にしようという動きが高

まった理由を読み取る。 
 
 
 
 
 
 
 

・次のことを考えながら音読を聞き

ましょう。 
 ①日本で保存することが決まっ

た原爆ドームを，なぜ国民は世

界遺産にしようとしたのか。 
 ②原爆ドームが世界遺産の候補

として審査を受けるとき，筆者

は何を思ったのか。 
 
・４年間もの間，原爆ドームを世界

遺産にしようという動きが続き

ました。原爆ドームを世界遺産に

したかったのはなぜですか。 
 →原爆のおそろしさを世界の人

にも知ってほしいから。 
 →日本で起きたことは世界で起

きてほしくないから。 
 →日本だけで気をつけても，世界

のどこかでまた原爆が使われ

るかもしれないから。 
 →もう二度と戦争が起こってほ

しくないから。 

・指名読みをする。 
・詳しい読み取りの際に

児童が考えやすいよう

に，視点を与えるよう

にする。 
 
 
 
 
・全国の人々が，原爆ド

ームを世界遺産にしよ

うとしたのはなぜかを

考えさせ，人々の思い

を読み取っていくよう

にする。 



ふ
か
め
る 

（２）世界遺産について読み

取る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）原爆ドームが世界遺産

に指定されるまでの筆

者の思いと世界の人々

の思いを読み取る。 

・世界遺産とはどのような制度です

か。 
 →人間の歴史に大きな役割を果

たした文化遺産と，地球上にあ

る貴重な自然遺産を，未来へ向

けて大切に守っていくために，

ユネスコと世界の国々が調査

し，指定していく制度である。

・教科書にのっている世界遺産の例

を発表しましょう。 
→エジプトのピラミッド 
→ギリシャのオリンピア遺跡 
→姫路城や屋久島 

 
・原爆ドームが世界遺産の候補とし

て世界の国々の審査を受けること

になったとき，筆者はなぜ不安を

覚えたのですか。その理由が書か

れているところにサイドラインを

引きましょう。 
→原爆ドームが，戦争の被害を強

調する遺跡であること，そして規

模が小さいうえ，歴史も浅い遺跡

であることから，果たして世界の

国々によって認められるだろうか

と思ったから。 
・３つの理由について，すでに世界

遺産に登録されているものと原爆

ドームを比べてみましょう。 

 
・原爆ドームが他の世界遺産に負け

ないよさとは何でしょう。 
→規模が小さく歴史が浅くても，

平和の大切さを伝えている。 
→原爆ドームを見ると，戦争を知

らなくても原爆の恐ろしさが分

かる。 
→見る人に戦争の恐ろしさを強烈

に印象づける迫力がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・文化遺産か自然遺産か

を確認しながら，写真

を貼っていくようにす

る。 
・児童が知っている世界

遺産についても挙げさ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・原爆ドームの規模や歴

史を確認し，すでに世

界遺産に登録されてい

るものと比較するよう

にする。 
・すでに世界遺産に指定

されている遺跡等と比

べ，規模が小さく歴史

も浅い原爆ドームを，

世界遺産として認めた

ことにうかがえる世界

の人々の思いを考えさ

せたい。 



 

33 
分 

 →戦争をいましめるための建物は

世界でこれしかない。 
→原爆ドームだけが原爆のおそろ

しさを伝えてくれる。 

 

ま
と
め
る 

 
 
 
 

７
分 

５．学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．次時の予告をする。 

・戦争の被害を強調し，規模が小さ

く歴史も浅い原爆ドームが，世界

遺産として世界の人々に認められ

たのはなぜでしょう。 
まとめ例 
 原爆ドームは，規模や歴史で

は他の世界遺産にはかなわない

が，もう二度と戦争をしてはい

けない，平和が大切だというこ

とを伝えることができるたった

一つの建物だから，世界遺産と

して認められた。 

・まとめが書けない児童

には，世界の人々の思

いを再度確認し，まと

めに生かすよう助言す

る。 
 
・まとめを何人かに発表

させる。 

 
具体の評価規準 

Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する児童への支援  
 原爆ドームを世界遺産として

認めたことにうかがえる世界の

人々の思いを，読み取ったことを

生かしてまとめている。 

 原爆ドームを世界遺産として

認めたことにうかがえる世界の

人々の思いを，本文の言葉を使っ

てまとめている。 

 世界の人々の思いに着目さ

せ，考えさせる。 

 
（４） 板書計画 

 
 
 
 
 

平
和
の
と
り
で
を
築
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
牟
田 

稔 

⑨
世
界
遺
産
へ
の
動
き 

 

・
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い 

 

・
日
本
で
起
き
た
こ
と
は
世
界
で
起
き
て
ほ
し
く
な
い 

 

・
も
う
二
度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い 

⑩ 
 
 
 

文
化
遺
産 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
然
遺
産 

 
 

    

⑪ 

  

世
界
の
人
々 

 

・
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る 

 

・
見
た
だ
け
で
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
が
分
か
る 

 

・
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
強
烈
に
印
象
づ
け
る
迫
力
が
あ
る 

 

 

原
爆
ド
ー
ム
が
世
界
遺
産
と
し
て
、
世
界
の
人
々
に
認
め
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。 

  
 

 

 

 

原
爆
ド
ー
ム
は
、
規
模
や
歴
史
で
は
他
の
世
界
遺
産
に
は
か
な
わ
な
い
が
、
も
う
二

度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
、
平
和
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
た
っ
た
一
つ
の
建
物
だ
か
ら
世
界
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。 

課
題 




